
氏

名

住

所

千
葉
県
知
事

堂
本

暁
子

殿

キ

リ

ト

リ

請

願

書

電

話

番

号

一
、
流
山
市
南
流
山
５
丁
目
フ
ァ
ミ
ー
ユ
南
流
山
そ
ば
交
差
点
に
、
押
し
ボ
タ
ン
式
の

信
号
機
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

お電話をいただければ

受け取りにお伺いします

子
ど
も

の
通

学
路

で
横

断
の
際

、
車

の
往

来
が
朝

は
多

い
の
で

危
険

。
事

故
も

多
く

発
生

し
て
い
る
。

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
に
駐

車
で
き

な
い
大

型
車

が
路

上
駐

車
し

て
い
る
の
で
、
見

通
し

も
悪

い
。
横

断
歩

道
は
あ

る
が
止

ま
っ
て

く
れ
る
車

は
ほ
ぼ
な
い
。

朝
は
保

護
者

が
見

張
っ
て
る
が
、
帰

宅
時

間
は
子

ど
も

だ
け

に
な
る
。

切
実
な
声
が
「
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

同
じ
要
望
が
、
昨
年
８
月
の

市
民
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
せ

ら
れ
、
Ｈ
19
年
度
予
算
要
望
で

市
に
要
請
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

市
か
ら
は
「
千
葉
県
に
要
望
済

み
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
道
路
は
、
昨
年
か
ら
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
行
き
路
線
バ

ス
の
ル
ー
ト
に
も
な
り
、
交
通

量
が
増
え
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
県
議
会
議
員
と
連
携
し
、
千
葉
県
と
直
接
交
渉
す
る

な
ど
、
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
力
を
つ
く
し
ま
す
。

署
名
を
広
げ

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ
う

いぬい紳一郎事務所
【電 話】７１７８－６２２２

【ＦＡＸ】７１５７－６１４０

日
本
共
産
党
流
山
市
委
員
会



氏

名

住

所

【電 話】７１７８－６２２２

【ＦＡＸ】７１５７－６１４０

流
山
市
長

井
崎

義
治

殿

日
本
共
産
党
流
山
市
委
員
会

キ

リ

ト

リ

「
夜
は
ま
っ
く
ら
で
こ
わ
い
」
「
子
ど
も
を
遊
ば

せ
る
公
園
が
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が
、
い
ぬ
い
紳
一

郎
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
ぬ
い
紳
一
郎
は
、
三
輪
野
山
地
域
の
議
員
と
し

て
、
第
２
土
地
区
画
整
理
区
域
内
の
街
灯
や
交
通
安

全
標
識
の
設
置
、
大
型
車
両
の
通
行
禁
止
な
ど
を
議

会
で
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
が

ん
ば
り
ま
す
。

請

願

書

電

話

番

号

一
、
三
輪
野
山
第
２
土
地
区
画
整
理
区
域
内
の
街
灯
を
増
や
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
三
輪
野
山
第
２
土
地
区
画
整
理
区
域
内
の
公
園
を
一
日
も
早
く
整
備
し
て
く
だ
さ
い
。

お電話をいただければ

受け取りにお伺いします

いぬい紳一郎事務所

署
名
を
広
げ

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ
う

「
街
灯
」
「
公
園
」･･･

み
な
さ
ん
の
声
を
市
政
に
届
け
、
住
み
よ
い
ま
ち
に

急
激
な
人
口
増
に
ま
ち
づ
く
り
が
追
い
つ
い
て
い
な
い

三
輪
野
山
の
新
し
い
住
宅
地

三
輪
野
山
第
２
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、
新
し
い

住
宅
地
に
若
い
世
代
を
中
心
に
多
く
の
住
民
が
移
り
住
ん

で
き
ま
し
た
。
小
さ
な
子
ど
も
が
い
っ
ぱ
い
の
若
々
し
い

ま
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
街
灯
の
数
が
少
な
い
、
公
園
用
地
は
あ
る

が
公
園
が
作
ら
れ
て
い
な
い
、
保
育
園
は
い
っ
ぱ
い
等
、

行
政
の
手
が
行
き
届
い
て
い
ま
せ
ん
。



氏

名

住

所

お電話をいただければ

受け取りに伺います

【電 話】７１７８－６２２２

【ﾌｧｯｸｽ】７１５７－６１４０

流
山
市
長

井
崎

義
治

殿

一
、
三
輪
会
館
付
近
な
ど
、
三
輪
野
山
地
域
の
道
路
改
修
を
急
い
で
く
だ
さ
い
。

日
本
共
産
党
流
山
市
委
員
会

キ

リ

ト

リ

東
武

バ
ス

が
通

る
よ

う
に

な
り

、
便

利
に

な
り

ま
し

た
が

、
バ

ス
の

通
る

道
路

が
、

バ
ス

の
重

量
に

合
っ

た
道

路
に

な
っ

て
い

な
い

た
め

、
バ

ス
車

両
以

外
、

ト
ラ

ッ
ク

の
通

行
で

震
動

が
よ

り
激

し
く

な
り

ま
し

た
。

昨
年

、
市

に
改

善
の

申
し

入
れ

を
行

な
い

ま
し

た
が

、
ま

っ
た

く
改
善

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
。

振
動
解
消
の
要
望
書
も
出
さ
れ
て
お
り
、
い
ぬ
い
紳
一
郎
は
、

議
会
質
問
で
も
取
り
上
げ
、
市
に
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
Ｈ
19
・
20
年
に
改
修
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
工
事
区
間
は
二
百
㍍
程
度
。
加
地
域
か
ら

工
事
を
す
す
め
て
い
る
た
め
、
も
っ
と
も
振
動
が
激
し
い
用
水
路

暗
渠
ま
で
届
か
ず
、
三
輪
会
館
周
辺
の
振
動
は
解
消
さ
れ
ま
せ
ん
。

市
は
、
巨
大
道
路
建
設
で
は
振
動
問
題
に
配
慮
す
る
と
言
っ
て

い
ま
す
が
、
目
の
前
の
問
題
を
解
決
し
て
こ
そ
、
住
民
の
信
頼
が

得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

三
輪
野
山
地
域
の
道
路
改
修
を
求
め
る
陳
情
書

電

話

番

号

･･･

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
に
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

Ｈ
19
・
20
年
度
に
道
路
改
修
を
実
現

今
度
は
、
三
輪
会
館
付
近
ま
で
促
進
し
ま
す

署
名
を
広
げ

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ
う

「
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
の
重
量
に
あ
っ
て
い
な
い
道
路
を
何
と
か

し
て
」



氏

名

住

所

お電話をいただければ

受け取りに伺います

【電 話】７１７８－６２２２

【ﾌｧｯｸｽ】７１５７－６１４０

流
山
市
長

井
崎

義
治

殿

一
、
東
谷
地
域
の
南
流
山
・
平
和
台
駅
前
補
助
幹
線
（
通
称
南
北
道
路
）
に
道
路
照
明
灯
を

増
設
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
共
産
党
流
山
市
委
員
会

キ

リ

ト

リ

南
流
山
と
平
和
台
を
つ
な
ぐ
市

道
南
流
山
・
平
和
台
駅
前
補
助
幹

線
（
通
称
南
北
道
路
）
が
拡
張
・

整
備
さ
れ
、
バ
ス
が
通
る
メ
イ
ン

通
り
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
道
路
照
明
は
、
道

路
が
狭
か
っ
た
時
に
設
置
さ
れ
た

防
犯
灯
だ
け
。
片
側
し
か
な
く
、

防
犯
灯
の
明
か
り
が
反
対
側
ま
で

と
ど
き
ま
せ
ん
。
住
民
か
ら
は
、

歩
道
が
暗
く
て
危
な
い
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

旧
栗
本
鉄
工
所
跡
の
市
有
地
に
つ
い
て
、
当
初
、
土
地

を
売
却
し
て
調
整
池
建
設
を
流
山
市
は
提
案
。
い
ぬ
い
紳

一
郎
議
員
は
、
「
跡
地
に
は
住
民
要
望
の
強
い
公
園
整
備

を
、
市
民
の
財
産
で
あ
る
市
有
地
売
却
は
ま
ち
が
い
」
と

議
会
で
指
摘
、
住
民
要
望
を
第
一
に
計
画
を
す
す
め
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

市
の
計
画
は
売
却
か
ら
防
災
公
園
に
変
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
引
き
続
き
、
み
な
さ
ん
の
願
い
実
現
の
た
め
全
力
を

つ
く
し
ま
す
。

道
路
照
明
灯
の
増
設
を
求
め
る
陳
情
書

電

話

番

号

「
道
路
が
拡
張
さ
れ
た
の
に
、
防
犯
灯
は
以
前
の
ま
ま
、

片
側
の
歩
道
が
暗
く
て
危
な
い･･･

」

「
東
谷
地
域
に
公
園
を
！
」
に
引
き
続
き
、

住
み
よ
い
地
域
に
す
る
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す



1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 （1年）
一般 1,600 4,500 8,700 (17,400)
学生 1,400 3,900 7,600 (15,200)
バイク 2,800 8,000 15,100 (30,200)

一般 1,000 2,800 5,400 (10,800)
学生 900 2,500 4,800 (9,600)
バイク 2,400 6,800 13,000 (26,000)

一般 年3,000
学生 年1,500
バイク

おおたかの森駅の料金

南流山駅の料金

現在の既存６駅の料金

一般・年6,000　学生・年3,000

氏

名

住

所

お電話をいただければ

受け取りに伺います

【電 話・ＦＡＸ】 ７１７８－６２２２

流
山
市
長

井
崎

義
治

様

一
、
自
転
車
駐
車
場
料
金
を
値
上
げ
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

日
本
共
産
党
い
ぬ
い
紳
一
郎
事
務
所

キ

リ

ト

リ

駐
輪
場
料
金
値
上
げ
に
反
対
す
る
請
願
書

電

話

番

号

お
お
た
か
の
森
駅
な
ど

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
駅

の
駐
輪
場
は
、
一
般
で
年

間
１
７
，
４
０
０
円
と
高

額
で
す
。
駐
輪
場
の
維
持

管
理
を
、
民
間
に
任
せ
た

か
ら
で
す
。

と
こ
ろ
が
流
山
市
は
、

来
年
に
も
流
山
駅
や
平
和

台
駅
な
ど
の
駐
輪
場
料
金

を
、
Ｔ
Ｘ
駅
同
様
に
大
幅

に
値
上
げ
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

値
上
げ
の
理
由
は
「
不

公
平
の
是
正
」
と
言
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
高

い
料
金
を
設
定
し
て
お
い

て
、
「
不
公
平
」
と
は
ひ

ど
い
話
で
す
。

お
お
た
か
の
森
駅
並
み

に
な
れ
ば
、
一
般
が
約
６

倍
、
学
生
は
実
に
10
倍
に
。

南
流
山
駅
並
み
で
も
、
一

般
が
３
・
６
倍
で
す
。

し
か
も
、
民
間
に
丸
投

げ
で
は
、
さ
ら
に
料
金
が

上
が
っ
て
も
議
会
の
チ
ェ
ッ

ク
も
で
き
ま
せ
ん
。

自
転
車
は
、
市
民
の
欠
か
せ
な
い
足
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
「
自
転
車
法
」
で
は
、

鉄
道
利
用
者
の
利
便
性
を
図
る
た
め
に
、

駐
輪
場
整
備
に
つ
い
て
の
鉄
道
会
社
と
行

政
の
責
任
を
う
た
っ
て
い
る
の
で
す
。

今
こ
そ
自
治
体
の
責
任
を
果
た
す
べ
き

で
す
。
税
金
の
使
い
方
を
、
開
発
優
先
か

ら
市
民
の
暮
ら
し
優
先
に
変
え
れ
ば
、
値

上
げ
し
な
く
て
も
す
み
ま
す
。

ご
い
っ
し
ょ
に
「
負
担
を
増
や
す
な
」

の
声
を
あ
げ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

日本共産党いぬい紳一郎事務所 流山市加４－１６８８鈴木アパート




